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「ＰＦＡＳ問題の現状と課題： 

汚染調査、曝露、健康リスク」 
京都大学大学院医学研究科准教授 原田浩二さん 

 

 

 

 

 

 

「多摩地域の汚染、血液検査など市民活動」 
多摩地域の有機フッ素化合物汚染を明らかにする会共同代表 根木山幸夫さん 

 

 

 

 

 

日 時：２０２３年１１月１８日（土）１４時～１７時 会場と ZOOMによる両方法の参加が可能です。 

会 場：連合会館（アクセスマップ裏面）   

Zoom希望の方への URL、ID、パスワードについては、申し込んでいただいた方に、メールにてお知らせい

たします。： 
 

 

 

 

  

2002 年から京都大学の小泉昭夫教授（現名誉教授）の研究室で PFAS の環境調査、

バイオモニタリング、化学分析法の開発に携わってきた。近年、沖縄県や東京・多摩

地区、大阪など各地の PFAS 汚染地域での調査に取り組む。 

2023 年 環境省 PFAS に対する総合戦略検討専門家会議委員 

千代田区神田駿河台 3-2-11 TEL：03-3253-1771 

1947 年生まれ・日野市在住。書籍と月刊雑誌の編集 35年を経てフリーの出版企画編集 

コーディネータを 5年。３年半前に PFAS汚染の住民運動を始め、現在「多摩地域の有 

機フッ素化合物汚染を明らかにする会」共同代表・事務局の一員 

 

主催 一般財団法人 東京保健会病体生理研究所  板橋区大谷口上町２６-2 ℡03-3956-4120 

    公害・地球環境問題懇談会           新宿区新宿 2-1-3 サニーシティ新宿御苑 10F 

協賛 全国公害被害者総行動実行委員会      ℡03-3352-9475 Fax03-3352-9476 

自然界で分解されないことで「永遠の化学物質」

といわれる PFAS（有機フッ素化合物）。 

発がん性が疑われる PFAS 汚染は全国に広が

り、市民に不安をもたらしています。 

PFAS汚染の人体への影響や広がりを明らかに

し、対応する市民運動の紹介、そしてその課題と

対策をお話しします。 
 

ワシントンで規制強化を要求する市民運動 

米空軍演習として実施された消火

訓練（米軍資料） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセスマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■２０２３年１１月１８日(土) 第３３回環境公害セミナー参加申込書 

「申込先」：〒173-0032 東京都板橋区大谷口上町 26-2 電 話／03-3956-4120 

              FAX／03-3956-4102 Ｅ-mail／seminar@byotai.or.jp 

フリガナ 

氏  名 

 所属団体名（個人の場合は記入不要です） 

 

 

 

■参加方法（いずれかに〇をして下さい） 

  ・会場参加希望     ・Web希望 

（メールアドレス） 

電 話 携帯：    （    ）     自宅：    （    ） 

注記：本財団は個人情報保護法を順守し、いただいた情報は本研修会に係る受付・運営のみに利用いたしま

す。申込内容に関する照会、修正につきましては「環境公害セミナー」担当者へご連絡をお願いいたします。 

・東京メトロ千代田線 

「新御茶ノ水駅」  

Ｂ３出口（徒歩 0 分） 

・東京メトロ丸ノ内線 

「淡路町駅」  

Ｂ３出口  

・都営地下鉄新宿線 

「小川町駅」  

Ｂ３出口  

 

・JR 中央線・総武線 

「御茶ノ水駅」聖橋口 

（徒歩 5 分） 

当日のプログラム 

１４：００ 開会 

１４：０５ 根木山講演 

１４：４５ 質疑応答 

１４：５５ 休憩 

１５：００ 原田講演 

１６：２０ 質疑応答 

１６：３０ 総合討論 

１６：４０ 閉会あいさつ 

 


